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トパルピター Jレ麻酔下に I JL.'磁力テー テノレを婦人した。定位脳固定装置を用いて左側PBDLに双極電





ノロール (0.5mm/kg)，メチルアトロビン (7mm/kg) ，ヘキサメソニウム (50mm/kg))は，刺激20分
前に腹腔内投与した。副腎摘除動物は，生理食塩水を飲用させ，実験前4日間，毎日，トリアムシノロン


























与すること等を示唆している O しかし， PBDL近辺を通過する遠心性神経連絡，あるいは，その近傍
に存在するニューロンの刺激が高血糖反応の原因となっている可能性も否定できず，今後，更に，詳細
な検討を必要とする。
-144-
論文の審査結果の要旨
本研究は，背側脚傍核外側部の電気刺激が(1)β-受容体の関与のもとに高血糖を誘発すること， (2)こ
の高血糖反応にはグルココルチコイドが末梢性に作用することが必須であること， (3)この反応にはsc
Nが関与すること等を明らかにした。
以上の研究は，血糖調節の中枢性機構の解明に大きく貢献するものであり，医学博士の学位に値する
ものである O
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